
く
だ
さ
い
。

、/郷"雌会く4>ﾓｯﾄｰは"よく学びよく遊べ”

神戸市立本山第二小学校" 竹馬会本 ﾜヲ

全
員
幼
い
時
の
顔
そ
の
ま
ま
で
全
然

変
ら
な
い
ワ
ー
。
で
も
こ
の
日
一
番
お

若
か
く
て
昔
と
お
変
り
な
い
の
は
、
井

上
先
生
で
す
ネ
。
〈
下
田
美
佐
子
〉

〈
写
真
右
よ
り
酒
井
栄
子
、
吉
井
勝
美
、
下
田
美
佐

子
、
井
上
桂
一
先
生
、
鳥
本
君
子
、
笠
原
恭
子
、

田
中
千
鶴
子
の
皆
さ
ん
。
敬
称
略
〉

主
婦
と
し
て
母
と
し
て
、
素
晴
ら
し

い
毎
日
を
送
る
者
、
仕
事
に
追
わ
れ
て

い
ま
だ
に
一
人
で
が
ん
ば
る
者
．
．
…
・
・

各
々
道
は
違
っ
て
い
ま
す
が
、
前
向
き

に
充
実
し
た
生
活
を
し
て
い
る
の
は
、

や
は
り
井
上
学
級
で
学
ん
だ
お
か
げ
で

す
。
食
事
は
、
美
味
し
く
、
残
さ
ず
に

頂
く
習
慣
も
教
わ
り
ま
し
た
。
吟
味
し

た
材
料
の
〃
鮪
会
席
〃
は
楽
し
い
お
し

ゃ
べ
り
を
し
て
い
る
う
ち
に
平
ら
げ
て

し
ま
っ
て
…
…
。

小
学
校
で
は
、
お
兄
さ
ん
の
よ
う
な

井
上
先
生
を
中
心
に
、
本
当
に
よ
く
学

び
、
よ
く
遊
ん
だ
も
の
で
す
。
皆
、
実

に
生
き
生
き
と
し
て
い
ま
し
た
。
今
の

子
供
達
に
、
私
達
の
よ
う
な
体
験
を
さ

せ
て
あ
げ
た
い
ワ
。

時
間
制
限
な
く
、
ゆ
っ
く
り
寛
い
で
頂
き

加
納
町
３
丁
目
交
差
点
東
「
海
皇
」
前

大
西
パ
ー
キ
ン
グ
駐
車
無
料

「
花
銀
」
で
同
窓
会
を
な
さ
い
ま
せ
ん
か
。

ま
す
。
料
理
は
ご
予
算
に
応
じ
て
ご
相
談

園
神
戸
市
中
央
区
二
宮
町
３
丁
目
加
ｌ
肥

カ
ラ
オ
ケ
・
ピ
ア
ノ
も
ご
利
用
で
き
ま
す
。

ｎ
酔
釦
Ａ
Ｍ
〜
佃
唖
釦
Ｐ
Ｍ

壷
０
７
８
．
２
２
２
１
２
３
２
３
（
代
）

熊
回

鍋

ＨＡＮＡＧＩＮ

ノ、

ｲ’ 雲
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議甑
神戸ワシントンホラ弓ル

~、／

雛全国に拡がるﾜｼﾝﾄﾝﾎﾃﾙ
札幌・札' ' 1 兆第２・八戸・
東京秋葉原・富山・長野・霜
岐阜第２・神戸・高知・小

神
戸
ワ
シ
ン
ト
ン
ホ
テ
ル
は
、
神
戸
の
都
心
「
三
宮
」
に
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、

お
招
き
す
る
に
も
、
招
か
れ
る
に
も
な
に
か
と
好
都
合
で
す
。

館
内
に
あ
る
４
つ
の
飲
食
店
が
、
あ
な
た
様
を
味
で
お
迎
え
い
た
し
ま
す
。

静
か
で
落
ち
着
い
た
お
食
事
及
び
ス
コ
ッ
チ
を
お
楽
し
み
い
た
だ
く
に
は
、

最
上
階
「
ガ
ス
ラ
イ
ト
」
が
お
待
ち
い
た
し
て
お
り
ま
す
．

新
鮮
な
ネ
タ
を
板
前
の
包
丁
さ
ば
き
で
味
わ
う
な
ら
、
２
階
す
た
ん
ど
割
烹
「
銀
坐
」

百
畳
の
大
座
敷
で
鍋
料
理
と
全
国
の
地
酒
な
ら

２
階
鍋
・
し
ゃ
ぶ
し
ゃ
ぶ
「
三
十
三
間
堂
」

ご
商
談
・
待
ち
合
せ
な
ら
２
階
「
カ
フ
ェ
・
ド
・
パ
リ
」
で
。

味
に
、

趣
向
を
そ
え
て
。

9階☆バー＆レストランガスライト
2 階☆寿i 『1 . 天婦羅. 浜料理銀座
2 階★鍋･ しゃぶしゃぶ三十三間堂
2 階☆ｺ ｰ ﾋ ｰ ﾗ ｳ ﾝ ジカフェドパリ
２階☆多Ｉ: Ｉ的会議室ワシントンホール

、 ノ

・仙台・仙台第２・山形・福島・宇都宮
潟古屋第１・名古屋第２・名古屋金山・岐阜
小倉・宮崎．’５８０ＰＥＮ…東京新宿・郡山
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、さあ夢喚墓麓誌
きニョ
刃受受昼昼

竺司

ラン￥ ､マニ⑧、

ラソド
夢

●お問い合わせ､ お申し込み－神戸市中央区東町1 1 3 - 1 大神ピル７Ｆ
月刊神戸つ子ディズニーランド係盃0 7 8 - 3 3 1 - 2 2 4 6
・企画一月刊神戸っ子
・協力－日本航空
・旅行主催－阪急交通社

Ｌ

｡出発日％0<±>％<土)乳く土>弘｡〈土>％<±）
●募集人員一各出発日4 0 名（計2 0 0 名）
･ 旅行費用

l大人(12才以上）‐h

小人( 6才～1 1才）
幼児( 3 才～5 才）

７月3 0 日・８月2 7 日出発
４８，５００円
４５‘０００円
２９９５００円

８月6日・1 3日・2 0日出発

４０．０００円
２９，５００円

※幼児料金は航空機･ バス座席及び、ピﾝ グ1 0 の入堤料金のみ含みます
※食率は２日目のホテルでの朝食のみ含みます
※東京ディズニーランドではビッグ1 0 でお楽しみいただき
ます。

織蕊禰撫雪聯
入園券で思いきりお楽しみいただきます。

、

・利用ホテル
ホテルニューオータニタワー

（７月3 0日、８月2 7日出発）
ホテルグランドパレス

（８月６日、８月1 3 日出発）
ホテルオークラ

（８月2 0日出発）
型
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ｉｉ
ﾉ」

亀
。

琴
、
湾

、／

僕
の
、
私
の
「
こ
の
人
」
を
見
つ
け
た
ら
、

お
熱
い
う
ち
に
ど
う
ぞ
。

愛
情
潅
縮
、
無
理
無
駄
解
消
、
珠
付
若
者
風
。

ふ
た
り
が
つ
く
る
結
婚
〆
一
三
！
、

平
安
閣
が
お
手
伝
い
し
ま
す
。

お
早
め
に
。

声
〆
時
ロ
ニ
ザ

川
辱
蝋
州
砂
ｌ
Ⅲ

ち
に

、
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神戸平安閣
神戸市兵庫区新開地３丁目2 - 1 5

冠(078)351-339O

阪神平安閣
尼崎市昭和通５丁目1 8 2

念(06)413-3303

ノ

１
．
１

１

でペア旅行にご招待｡⑧キャンペーン期間5 / 1 ⑧-雪7 / 3 ⑧

ツハネムーーンブﾚゼﾝ ﾄ
応募方法; 謝常
ご応募になれます。・方法/ 神戸・
阪神平安閣の窓口備えつけの応募
ハガキでご応募になるか、官製ハ
ガキにおふたりそれぞれの①お
名前②ご住所③電話番号④
年齢⑤ご結婚予定日をご記入の
上、郵送してください。
●官製ハガキの宛先/ 〒6 5 O 神戸市
中央区弁天町２番８号平安閣本

、

ノ
お申し込み、お問い合せは

⑭駕葉凄閣
社「アツアツハネムーン係」宛・
締切／昭和5 8 年７月３日( 日) （当日
消印有効）
●発表／昭和5 8 年７月９日( 士) 神戸
平安閣において厳正に抽選、当選
者発表。ご本人に通知いたします。
●ご当選になられた方は、昭和５８
年８月１日より、５９年1 1 月3 0 日ま
でのご都合の良い時にご利用いた
だけます。ただし、出発日は月曜
日に限らせていただきます。
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一

大 丸

杏花村★

生田新道
一~ ー＝＝土塁当皐
★エスパースシュンキ
★セントラルベーカリー
★トアロードサノへ
★トーエイ
★れんが事
☆神戸ダイヤモンド

黙|”雪雲:i;蒲蕊蕊噌 篭 」

§
Ｉ

○
コルウ★

工スターニュートン★

ＬＯＢB ★
クロス★

★マキシン
★ヂﾘ ｶ ﾃ ｯ ｾ ﾝ
★西川
★デュークウェリン

トン

撒
lWi鴬鶴§鎖 《

鯉

一

＞

■

;|…

一
口
一涯

畢
》

カワムラ★★伊藤家具

ロ

コロンパン★

がんころばた焼★畠畠S:竺皇 雲謹霊雲

ヘンスフオース★

磯川工芸店★

＝一~ 一一ラロギャ女
リスチヤンリュー★
メープル不二屋★

ＭＡＣ★

★ファミリア

ア〔スカード芸言夢★
Bobby.s☆

★河南丁雲* ＋

★ん

〔’

一ズ★O X F O R D ★

、‐

麗川工芸店★

鰯
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'

jノＳＨＯＰＰＩＮＧ
４]1Ｖ

』ＵＮＥ

h，

父の巳のプレゼント見つけ龍．.。

；

。
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
・
紳
士
服

ア
ダ
ム
Ｇ
〈
岡
田
巌
〉

神
戸
国
際
会
館
３
Ｆ
き
く
２
３
．
－
）
３
５
７
５

涼
・
‐
〉
さ
と
軽
さ
を
追
求
し
た
シ
ャ
ー
リ
ッ

ク
で
、
篭
の
夏
の
一
着
を
あ
な
た
も
ど
う
ぞ
。

ｅ
中
国
物
産
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

度
記
商
行

元
町
１
丁
目
浜
側
・
南
京
町
壷
（
３
３
１
）
１
１
１
４

中
国
情
緒
を
満
喫
で
き
る
元
町
・
南
京
町

で
、
本
場
中
国
の
物
産
を
。

即
粥
Ⅲ
Ⅲ
師
耶
Ｉ
９
Ｉ
ｉ
Ｉ
Ｉ
圃
固
．
卿
同
矧
壷
別

ｏ
マ
リ
ン
ブ
テ
ィ
ッ
ク

語
ン
ヤ
ス

神
戸
国
際
会
館
１
Ｆ
合
（
２
５
１
〉
８
１
６
１
〈
内
３
２
１
〉

神
戸
で
・
番
神
戸
ら
し
い
店
。
ポ
、
‐
イ
ッ

シ
ュ
な
マ
リ
ン
ル
ッ
ク
は
夏
に
冴
え
ま
す
。

綴爾
鯉麹

購翻
隆麹

続翻
墜蝋

１ｒ『弓Ｆ且』

麹w，
隠騨／
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★
服
部
正
さ
ん
を
囲
ん
で

大
阪
府
立
大
学
教
授
を
３
月

部
日
に
定
年
退
職
さ
れ
た
服
部

正
さ
ん
が
、
４
月
１
日
よ
り
松

蔭
女
子
大
学
の
客
員
教
授
と
し

て
「
社
会
福
祉
と
文
化
」
と
「
女

性
論
」
を
担
当
さ
れ
る
こ
と
に

な
っ
た
。
ま
た
、
兵
庫
県
社
会

賞
受
賞
（
Ｓ
開
）
大
阪
社
会
事

業
短
大
学
長
退
官
、
そ
し
て
「
道

化
断
章
」
「
片
隅
の
同
時
代
史
」

を
出
版
さ
れ
る
と
い
う
慶
事
が

続
き
５
月
加
日
〃
服
部
正
さ
ん

蕊
唾
蕪

時
よ
り
開
こ
う
と
い
う
企
画
が

友
人
達
の
間
で
進
ん
で
い
る
。

（
会
費
８
千
円
／
新
刊
贈
呈
）

服
部
さ
ん
は
「
５
年
前
に
、
神

戸
市
文
化
賞
の
祝
賀
会
を
開
い

て
い
た
だ
い
た
の
で
、
今
度
は

気
楽
に
、
楽
し
い
一
夕
に
な
れ

ば
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
に
仕
事

も
、
女
子
大
生
相
手
と
な
っ
て

い
さ
さ
か
勝
手
が
違
い
ま
す
ね

新
し
い
気
分
で
神
戸
の
文
化
と

取
り
く
む
つ
も
り
で
す
」
と
語

１
１１７
１

独
文
化
交
流
事
業
に
従
事
し
、

通
訳
と
し
て
ド
イ
ツ
に
日
本
文

化
を
伝
え
る
な
ど
現
在
も
精
力

的
に
活
躍
中
。
今
年
は
７
月
に

プ
ラ
ス
ポ
ル
テ
ー
ニ
ョ
を
西
独

へ
派
遣
し
、
ま
た
８
月
に
は
ミ

ュ
ー
ム
リ
ン
ゲ
ン
市
の
ブ
ラ
ス

バ
ン
ド
チ
ー
ム
の
メ
ン
バ
ー
調

名
を
日
本
に
招
待
す
る
。
そ
の

準
備
で
５
月
か
ら
西
独
へ
出
張

☆
神
戸
ネ
オ
ト
ロ
ピ
カ
ル
協
会

６
月
に
パ
ー
ル
パ
ー
テ
ィ

４
月
中
旬
に
、
中
国
、
タ
イ

の
少
数
民
族
に
出
会
う
旅
を
十

日
間
続
け
、
日
焼
け
し
て
帰
神

し
た
デ
ザ
イ
ナ
ー
の
藤
本
ハ
ル

ミ
さ
ん
は
「
日
本
の
き
も
の
の

原
点
に
出
会
え
た
よ
う
な
旅
で

し
た
」
と
感
激
を
語
る
。

神
戸
ネ
オ
ト
ロ
ピ
カ
ル
協
会

の
事
務
局
を
務
め
る
藤
本
さ
ん

は
、
６
月
型
日
の
夕
べ
に
神
戸

ポ
ー
ト
ピ
ア
ホ
テ
ル
借
楽
の
間

で
、
森
美
代
子
会
長
を
迎
え
て
、

灘
蕊

珠
の
月
な
の
で
、
今
年
は
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
シ
ョ
ー
を
神
戸
の
真

珠
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
イ
ト
す
る
企

画
に
、
音
楽
生
活
を
半
世
紀
に

わ
た
り
活
躍
さ
れ
た
、
朝
比
奈

隆
先
生
と
服
部
良
一
先
生
が
出

会
う
音
楽
セ
レ
モ
ニ
ー
も
考
え

て
い
ま
す
」
と
の
こ
と
。

に
お
こ
た
え
せ
ね
ば
な
り
ま
せ

ん
」
と
シ
ョ
ー
ル
ー
ム
オ
ー
プ

蕊
蕊

信
神
戸
支
社
長
。
「
本
物
の
時

代
で
す
。
品
質
の
良
さ
と
誠
意

の
こ
も
っ
た
ア
フ
タ
ー
サ
ー
ピ

共
に
発
展
し
た
い
」
と
鍵
盤
楽

器
製
作
の
卵
年
の
歴
史
を
ふ
ま

え
て
、
意
欲
は
満
々
だ
。
２
階

の
イ
ベ
ン
ト
ル
ー
ム
は
ピ
ア
ノ

発
表
会
だ
け
で
な
く
、
美
術
展

な
ど
に
も
大
い
に
利
用
し
て
欲

し
い
そ
う
だ
。
「
文
化
ホ
ー
ル
な

ど
の
諸
施
設
が
近
い
場
所
な
の

で
待
ち
合
わ
せ
な
ど
、
気
軽
に

立
ち
寄
っ
て
い
た
だ
け
た
ら
」

神
戸
駅
付
近
の
文
化
作
り
の
拠

点
と
な
る
こ
と
を
期
待
し
た
い

☆
口
ｌ
テ
。
口
ｌ
ゼ
の
中
谷
社

長
に
西
独
か
ら
十
字
勲
章

４
月
型
日
、
大
阪
・
神
戸
ド

イ
ツ
連
邦
共
和
国
総
領
事
館
で

日
独
間
の
青
少
年
交
流
に
別
年

来
貢
献
し
て
こ
ら
れ
た
㈱
ロ
ー

蝋
》
熱

ト
・
バ
ゥ
マ
ン
総
領
事
か
ら
ド

イ
ツ
連
邦
共
和
国
功
労
十
字
勲

章
が
、
手
渡
さ
れ
た
。
中
谷
さ

ん
は
、
ド
イ
ッ
ワ
イ
ン
の
輸
入

業
を
手
掛
け
て
い
る
一
方
、
日

っ
て
い
る
。

☆
海
と
ミ
ナ
ト
、
神
戸
人
の
土

壌
を
発
掘
し
た
い

読
売
新
聞
大
阪
本
社
に
喝
年

勤
め
た
社
会
部
ベ
テ
ラ
ン
記
者

の
黒
川
満
夫
さ
ん
が
、
３
月
妬

日
付
で
、
読
売
新
聞
の
神
戸
支

局
長
に
就
任
、
海
を
語
ら
ず
し

て
神
戸
は
語
れ
な
い
、
と
、
神

戸
で
の
毎
日
に
意
欲
的
な
活
動

を
始
め
た
。
神
戸
フ
ァ
ン
で
、

灘
峠
難

た
経
験
も
あ
る
黒
川
さ
ん
は
、

「
私
の
知
っ
て
い
た
神
戸
と
ず

い
ぶ
ん
変
っ
て
、
街
筋
も
建
物

も
モ
ダ
ン
に
な
っ
た
。
現
在
の

神
戸
に
は
か
つ
て
ハ
イ
カ
ラ
と

か
、
先
取
り
精
神
と
呼
ば
れ
て

い
た
も
の
が
す
っ
か
り
失
わ
れ

て
い
る
と
い
う
声
も
き
き
ま
す

が
、
私
は
こ
れ
を
機
会
に
神
戸

人
の
精
神
が
息
づ
い
て
い
る
こ

と
を
私
自
身
の
眼
で
検
証
し
た

い
」
と
、
語
っ
た
。
今
後
は
時

間
を
か
け
て
長
田
区
の
伝
統
的

な
祭
り
な
ど
の
中
に
生
き
て
い

る
神
戸
の
土
壌
と
い
う
も
の
を

探
り
あ
て
て
い
き
た
い
と
の
話

で
あ
る
。

☆
ピ
ア
ノ
セ
ン
タ
ー
を

神
戸
駅
前
の
新
名
所
に

「
ピ
ア
ノ
の
普
及
率
は
、
神
戸

が
全
国
一
で
し
ょ
う
。
そ
れ
だ

け
に
、
レ
ベ
ル
の
高
い
ニ
ー
ズ

o f f e e
B r e q k
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驚鰯.．

冷
た
－
い
、
缶
コ
ー
ヒ
ー
、
ジ
ュ
ー
ス
、
コ
ー
ラ
、
サ
イ
ダ
ー

そ
れ
に
缶
ビ
ー
ル
。
い
よ
い
よ
飲
み
た
い
季
節
に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
は
ヒ
ト
様
じ
ゃ
あ
な
く
て
、
オ
リ
の
中
の
伸
た
ち
、
チ
ン
パ

き
き
§

ン
ジ
ー
や
オ
ラ
ン
ウ
ー
タ
ン
に
見
た
愉
快
な
利
酒
な
ら
ぬ
〃
利
缶

ジ
ュ
ー
ス
″
の
ひ
と
コ
マ
。

〔
オ
ラ
ン
ウ
ー
タ
ン
は
ジ
ュ
ー
ス
に
コ
ー
ヒ
ー
に
ビ
ー
ル
少
々
〕

そ
れ
じ
ゃ
あ
と
、
お
盆
に
の
せ
た
紙
コ
ッ
プ
で
試
し
て
み
た
ら

メ
ス
を
押
し
の
け
た
オ
ス
の
ジ
ュ
ン
。

一
気
に
飲
ん
だ
の
は
や
は
り
オ
レ
ン
ジ
ジ
ュ
ー
ス
。
そ
し
て
コ

ー
ヒ
ー
も
ひ
と
息
に
飲
ん
で
し
ま
っ
た
。
そ
こ
で
ひ
ょ
っ
と
し
た

ら
ビ
ー
ル
を
と
思
っ
た
私
は
何
だ
か
裏
切
ら
れ
た
思
い
。
彼
等
は

サ
イ
ダ
ー
も
コ
ー
ラ
も
ビ
ー
ル
も
一
度
は
顔
を
近
づ
け
な
が
ら
や

め
て
し
ま
っ
た
か
ら
だ
。
ど
う
や
ら
、
あ
の
シ
ュ
ー
ッ
と
勢
い
よ
く

泡
だ
っ
し
ぶ
き
が
小
さ
な
眼
に
入
っ
た
ら
し
い
。
要
ら
な
い
と
見

て
立
ち
去
っ
た
ら
、
ジ
ュ
ン
は
ガ
タ
ガ
タ
と
扉
を
ゆ
さ
ぶ
り
怒
っ

た
。次

は
チ
ン
。
ハ
ン
ジ
ー
一
家
の
主
、
ジ
ョ
ー
ー
ー
、
三
十
三
才
。
野

性
的
で
指
一
本
た
り
と
も
体
に
触
れ
さ
せ
な
い
荒
々
し
い
オ
ス
。

あ
の
神
ち
ゃ
ん
の
父
親
だ
。
彼
は
牛
乳
と
水
以
外
は
一
切
口
に
し

な
か
っ
た
が
、
最
近
よ
う
や
く
ジ
ュ
ー
ス
を
飲
み
だ
し
て
い
る
。

零等裟

雷望9.､鎚涛

コ
ー
ヒ
ー
も
コ
ー
ラ
も
ビ
ー
ル
も
ぱ
っ
と
吐
き
だ
し
て
し
ま
っ

た
。
そ
し
て
次
は
母
親
ユ
キ
と
ポ
ピ
ア
親
子
は
ど
う
だ
ろ
う
。
牛

乳
、
ジ
ュ
ー
ス
、
コ
ー
ヒ
ー
は
飲
ん
だ
。
サ
イ
ダ
ー
も
コ
ー
ラ
も

ほ
ん
の
ひ
と
口
含
ん
だ
あ
と
、
飲
み
こ
む
ま
で
に
か
な
り
の
あ
い

だ
、
口
を
も
ぐ
も
ぐ
も
ぐ
、
親
子
で
や
っ
て
い
た
。

〔
シ
ュ
ー
ッ
吹
き
だ
す
サ
イ
ダ
ー
と
神
ち
ゃ
ん
〕

次
は
人
工
育
ち
の
チ
ェ
リ
ー
（
十
八
才
）
と
金
（
十
七
才
）
た

ち
。
コ
ッ
プ
を
手
に
、
一
滴
も
こ
ぼ
さ
ぬ
、
そ
の
飲
み
つ
ぶ
り
。

い
や
、
皆
様
に
お
見
せ
致
し
た
い
ぐ
ら
い
の
立
派
な
も
の
。
ジ
ュ

ー
ス
、
コ
ー
ヒ
ー
、
牛
乳
、
そ
し
て
コ
ー
ラ
、
サ
イ
ダ
ー
も
何
で

も
頂
い
て
し
ま
う
彼
等
で
あ
る
が
、
さ
す
が
に
サ
イ
ダ
ー
、
コ
ー

ラ
は
、
一
気
に
は
い
か
な
い
。
ふ
っ
と
ひ
と
息
つ
い
て
は
飲
ん
で

い
た
。
さ
て
、
次
な
る
は
人
工
育
ち
、
末
っ
子
の
神
ち
ゃ
ん
と
メ

ス
の
秋
ち
ゃ
ん
。
同
居
生
活
を
始
め
て
半
年
少
々
の
カ
ッ
プ
ル
だ
。

も
は
や
紙
コ
ッ
プ
な
ん
か
で
は
満
足
し
な
い
。
パ
チ
パ
チ
と
手
を

た
た
い
て
缶
ご
と
を
催
促
。
前
々
か
ら
缶
ジ
ュ
ー
ス
や
缶
コ
ー
ヒ

ー
を
飲
ま
せ
て
い
た
か
ら
で
、
初
め
は
コ
ッ
プ
で
飲
ま
せ
て
い
た

も
の
の
、
口
金
を
開
け
さ
せ
ろ
と
い
う
神
ち
ゃ
ん
に
缶
ご
と
持
た

せ
た
ら
、
そ
れ
こ
そ
大
喜
び
。
コ
ロ
、
コ
ロ
、
コ
ロ
と
部
屋
中
コ

ロ
が
せ
回
っ
て
、
遊
ん
で
か
ら
、
や
お
ら
坐
り
こ
ん
で
飲
ん
で
い

－群＝

iiiii
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どう、ボク上手に飲むでしよ？！
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た
。
そ
の
神
ち
ゃ
ん
の
し
ぐ
さ
に
い
つ
も
人
だ
か
り
が
す
る
毎
日

だ
っ
た
。
今
回
の
テ
ス
ト
も
彼
だ
け
に
は
紙
コ
ッ
プ
で
は
な
く
缶

の
ま
ま
与
え
て
み
た
こ
と
が
大
爆
笑
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

缶
サ
イ
ダ
ー
を
手
に
し
た
神
ち
ゃ
ん
、
相
変
ら
ず
缶
コ
ー
ヒ
ー

や
缶
ジ
ュ
ー
ス
と
同
様
に
、
コ
ロ
、
コ
ロ
、
コ
ロ
、
ま
た
ま
た
、

ゴ
ロ
が
せ
得
意
そ
う
な
顔
。
も
ち
ろ
ん
人
だ
か
り
だ
。
「
神
ち
ゃ

ん
、
い
い
な
あ
／
，
」
声
援
も
と
ぶ
。

あ
の
口
金
を
ど
う
開
け
る
か
が
問
題
だ
っ
た
。
神
ち
ゃ
ん
は
、

サ
イ
ダ
ー
は
初
め
て
な
の
だ
。
見
て
い
る
人
た
ち
も
私
も
、
あ
ん

な
に
コ
ロ
が
し
た
ら
、
え
ら
い
吹
き
だ
す
ん
や
。
と
、
心
に
思
い

つ
見
て
い
た
ら
、
そ
の
時
、
案
の
定
神
ち
ゃ
ん
は
ジ
ュ
ー
ス
同
様

に
顔
を
近
づ
け
口
金
を
引
っ
ぱ
っ
た
。
シ
ュ
ー
ノ
．

そ
れ
は
大
爆
笑
と
相
な
っ
た
。
眼
と
鼻
に
サ
イ
ダ
ー
が
吹
き
あ

げ
た
も
の
だ
か
ら
、
眼
が
開
け
ら
れ
な
い
。
そ
の
た
ま
げ
た
神
ち

ゃ
ん
の
格
好
に
、
み
ん
な
が
大
笑
い
し
て
い
た
。
だ
が
話
は
こ
こ

で
終
わ
ら
な
い
。
知
恵
者
の
神
ち
ゃ
ん
、
そ
ん
な
こ
と
位
で
や
め

ら
れ
な
い
。
次
か
ら
も
ま
つ
先
に
サ
イ
ダ
ー
を
手
に
、
わ
ざ
と
コ

ロ
が
せ
、
ま
た
ま
た
〃
シ
ュ
ー
ッ
″
と
吹
き
あ
げ
る
の
を
面
白
が

っ
た
。
見
れ
ば
シ
ュ
ー
ッ
と
吹
き
あ
げ
る
サ
イ
ダ
ー
の
噴
水
を
ア

ー
ン
と
大
口
を
あ
け
、
口
で
受
け
と
め
、
飲
み
干
す
の
に
は
、
感

心
さ
せ
ら
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
「
さ
す
が
、
神
ち
ゃ
ん
や

ノ
．
」
ま
た
ま
た
声
援
を
耳
に
し
た
。

〔
神
ち
ゃ
ん
へ
の
手
紙
〕

そ
ん
な
日
々
を
過
ご
す
神
ち
ゃ
ん
に
、
一
通
の
手
紙
が
届
い
た
。

こ
う
し
た
神
ち
ゃ
ん
の
育
児
記
録
を
こ
の
ほ
ど
〃
チ
ン
パ
ン
ジ
ー

神
ち
ゃ
ん
の
日
記
″
と
題
し
て
出
版
し
た
と
こ
ろ
だ
っ
た
。

「
ぼ
く
は
第
三
小
学
校
の
五
年
生
で
す
。
神
ち
ゃ
ん
、
秋
ち
ゃ
ん

元
気
で
す
か
。
さ
っ
そ
く
〃
チ
ン
パ
ン
ジ
ー
神
ち
ゃ
ん
の
日
記
″

を
読
み
ま
し
た
。
チ
ン
パ
ン
ジ
ー
の
ハ
ッ
ピ
ー
ち
ゃ
ん
、
神
ち
ゃ

ん
の
ヘ
ソ
の
お
を
、
ひ
っ
ぱ
ら
な
か
っ
た
と
書
い
て
あ
っ
た
時
は

チ
ン
パ
ン
ジ
ー
で
も
わ
か
る
ん
だ
。
必
死
に
な
っ
て
子
ど
も
を
助

け
る
と
い
う
こ
と
が
。

お
母
さ
ん
の
ハ
ッ
ピ
ー
ち
ゃ
ん
は
そ
の
後
、
亡
く
な
っ
た
け
ど

神
ち
ゃ
ん
っ
ら
か
つ
た
で
し
ょ
う
。
ぼ
く
も
三
月
に
母
を
亡
く
し

０
１
２
１
１

て
ど
ん
だ
け
つ
ら
か
っ
た
か
。
で
も
神
ち
ゃ
ん
、
ぼ
く
も
そ
の
気

持
わ
か
る
ん
や
。
ど
っ
ち
も
母
親
な
し
で
が
ん
ば
ろ
う
。
神
ち
ゃ
ん

は
亀
井
一
成
父
ち
ゃ
ん
と
い
う
、
こ
う
え
ん
会
も
す
る
り
っ
ぱ
な

父
ち
ゃ
ん
が
い
る
か
ら
い
い
や
ん
か
。
が
ん
ぱ
れ
よ
神
ち
ゃ
ん
／
、

小
学
五
年
永
田
達
雄

と
こ
ろ
で
サ
イ
ン
を
書
い
て
下
さ
い
。
あ
つ
か
ま
し
い
よ
う
で

す
が
○
月
○
日
に
は
と
ど
く
よ
う
に
送
っ
て
下
さ
い
。
」

以
上
、
原
文
の
ま
ま
。

受
け
と
っ
て
か
ら
期
日
ま
で
二
日
も
な
く
、
折
り
返
し
速
達
便

で
送
っ
た
が
、
果
し
て
期
限
に
間
に
あ
っ
た
か
そ
の
後
の
音
沙
汰

は
久
し
く
な
い
。

常
に
私
は
動
物
園
の
あ
り
方
に
つ
い
て
私
な
り
の
考
え
を
持
っ

て
い
る
。
そ
れ
は
単
に
動
物
を
見
せ
、
科
学
的
な
見
地
で
動
物
を

理
解
す
る
だ
け
で
な
く
、
そ
れ
も
勿
論
大
切
な
使
命
で
は
あ
る
。

し
か
し
、
同
時
に
、
い
や
そ
れ
以
上
に
動
物
た
ち
の
ひ
た
す
ら
生

き
る
姿
を
通
し
て
子
供
た
ち
に
、
よ
り
ヒ
ュ
ー
マ
ン
な
も
の
を
学

び
と
っ
て
も
ら
え
る
か
、
そ
れ
こ
そ
が
動
物
園
の
最
も
大
切
な
使

命
だ
と
考
え
て
い
る
。
母
を
亡
く
し
た
こ
の
小
学
生
か
ら
の
一
通

の
手
紙
を
手
に
し
た
時
、
ど
れ
ほ
ど
の
感
動
を
私
に
送
っ
て
く
れ

た
こ
と
か
。
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
永
田
君
か
ら
の
手
紙
を
手
に
神
ち

ゃ
ん
舎
へ
と
走
っ
た
。
見
せ
て
も
文
字
が
分
る
は
ず
も
な
い
。
だ

が
、
永
田
君
の
心
と
匂
が
あ
る
は
ず
だ
。
「
ど
っ
ち
も
お
母
さ
ん

な
し
で
が
ん
ば
る
ん
や
／
、
」
神
ち
ゃ
ん
は
た
だ
手
紙
を
喚
い
で
、

そ
っ
と
と
が
ら
せ
た
口
で
証
め
る
だ
け
で
あ
っ
た
。

｢ あ－喉が渇いた。サイダーでも飲むか」
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と
愉
快
な
〃
激
励
″
・
一
同
の

笑
い
を
誘
っ
た
。
宮
崎
市
長
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
中
村
温
衛
生
局

長
が
披
露
、
島
田
永
広
大
阪
須

磨
寺
医
院
長
が
挨
拶
。
他
に
彫

刻
、
文
学
関
係
者
と
多
彩
な
顔

ぶ
れ
が
集
っ
た
。

☆
生
田
森
の
観
桜
祭
に

福
田
宮
司
古
稀
の
お
祝
い
も

４
月
８
日
、
桜
の
生
田
神
社

会
館
で
、
観
桜
祭
と
福
田
宮
司

の
古
稀
と
半
ど
ん
文
化
功
労
賞

受
賞
祝
賀
会
が
開
か
れ
た
。

本
殿
で
は
観
桜
祭
の
式
典
と

西
田
佳
代
子
・
田
中
麻
美
子
さ

ん
に
よ
る
舞
楽
〃
春
庭
花
″
が

清
雅
に
舞
わ
れ
、
佐
伯
一
甫
さ

ん
の
献
花
、
そ
し
て
廻
り
灯
寵

さ
ん
（
サ
ン
ト
リ
ー
勤
務
）
で
二

週
間
の
ド
イ
ツ
旅
行
を
獲
得
、

試
飲
会
や
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
も
兼

ね
た
社
交
の
場
で
あ
っ
た
。

☆
中
野
理
さ
ん
長
寿
お
祝
会

元
神
戸
市
民
病
院
長
で
あ
り

現
役
の
医
者
で
も
あ
る
「
な
か

の
り
さ
ん
」
こ
と
中
野
理
さ
ん

が
踊
歳
を
迎
え
ら
れ
た
。
随
筆

集
「
白
昼
夢
」
の
出
版
、
た
じ

ま
画
廊
で
の
木
彫
り
の
初
個
展

の
祝
い
も
兼
ね
、
４
月
７
日
南

京
街
の
京
仙
で
約
和
名
の
友
人

知
己
が
祝
福
の
場
を
も
っ
た
。

元
神
戸
市
長
で
鯉
歳
に
な
る

中
井
一
夫
さ
ん
が
「
ま
す
ま
す

御
健
勝
で
あ
ら
れ
る
よ
う
に
」

☆
ド
イ
ッ
ワ
イ
ン
コ
ン
テ
ス
ト

西
日
本
大
会
、
神
戸
で
開
催

４
月
焔
日
、
相
楽
園
会
館
で

日
本
初
の
ド
イ
ッ
ワ
イ
ン
の
利

き
酒
コ
ン
テ
ス
ト
が
開
催
さ
れ

た
。
主
催
は
ワ
イ
ン
の
産
地
と

し
て
名
高
い
西
独
ラ
イ
ン
ラ
ン

ド
プ
フ
ァ
ル
ッ
州
で
ワ
イ
ン
の

女
王
３
名
も
Ｐ
Ｒ
を
兼
ね
て
来

神
。
日
本
ド
イ
ツ
ワ
イ
ン
協
会

等
が
中
心
と
な
っ
て
３
月
上
旬

よ
り
ワ
イ
ン
販
売
業
者
等
に
テ

ス
ト
用
紙
を
配
り
、
予
備
選
考
。

西
日
本
地
区
で
の
上
位
印
名
が

筆
記
試
験
と
４
種
類
の
銘
柄
の

ブ
ド
ウ
品
種
の
選
別
に
挑
戦
。

一
位
は
宝
塚
市
在
住
の
坂
崎
潮

事が英のス１コモル阪い
日蘭文化交流侭会会員続
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☆
神
戸
の
集
い
か
ら

ワインで乾杯／

た
。
生
活
体
験
を
講
演
、
「
質
素
で
あ

協
会
が
る
が
ユ
ー
モ
ア
溢
れ
る
友
人
た

」
開
催
ち
」
と
熱
っ
ぽ
く
語
っ
た
。
さ

も
つ
オ
ら
に
同
国
紹
介
の
映
画
で
理
解

と
図
っ
を
深
め
た
。

円
ン
ま
き
ゃ

０
う
し
ゆ
し
ざ
０
巳
一

》
》
》
蝿
嘩
一

０
プ
た

０

て
い

０
じ
介

１

応
紹

費
に
ご

誰
和
店
読
高
加
一

会
，
算
を

年
瞬
》
雑
》
』
碑
》
祁
鍋
一

．
昭
へ
鋤
獅
の
一
各
・
江
内
》

》
》
》
》
》
》
》

す
伽
ジ
お
一

癖
鈍
弛
》
》
シ
江
の
日
テ
〒
テ
一

Ｖの
会
一
戸
山
如
露
誕
鈍
痢
伶
局
一
一

制
入
神
楽
ン
・
漉
家
紳
旅
帳
癖
圭
一

員
。
一
一
す
く

日
■
１
日
ｉ
０
Ｈ
ｒ
ｈ
Ⅱ
Ｆ
１
Ⅱ
日
１
日
Ⅱ
■
０
０
８
０
０
０
０
８
０
日
０
日
８
０
Ⅱ
０
日
＃
白
日
１
日
Ⅱ
０
１
０
１
０
勺
１
０
１
ｔ
Ｐ
Ｉ
Ｄ
幸

て
い
る
同
協
会
は
４
月
蝿
日
、

サ
ン
パ
ル
８
Ｆ
で
約
如
名
の
参

加
者
と
一
緒
に
オ
ラ
ン
ダ
を
理

解
す
る
会
合
を
開
い
た
。

同
協
会
会
長
の
岡
本
道
雄
神

戸
中
央
市
民
病
院
長
が
、
蘭
学

の
「
解
体
新
書
」
を
解
説
、
「

学
問
で
結
ば
れ
た
友
情
は
変
わ

ら
な
い
」
と
強
調
。
続
い
て
大

中野さん（左上）の長寿を祝う

化
功
労
賞
受
賞
を
祝
っ
た
。

竹
馬
準
之
助
、
小
林
武
雄
さ

ん
の
ス
ピ
ー
チ
、
三
田
れ
い
子

さ
ん
の
艶
歌
も
あ
り
、
福
田
夫

妻
を
心
か
ら
お
祝
い
し
た
。

☆
神
戸
日
蘭
文
化
交
流
協
会
が

「
オ
ラ
ン
ダ
と
の
再
会
」
開
催

訓
年
の
長
い
交
流
を
も
つ
オ

ラ
ン
ダ
と
の
友
好
親
善
を
図
っ

一
一
鑑
識
鍾
確
叩

一
内
一
愛
ぃ
良
々
０

－
章
一
》
霊
》
稚
却

一
一
計
一
》
》
》
評
。
帰

一
軒
一
奉
李
》
壷
恥
吋
皿

－
４
－
－
希
て
す
件
集
金

一
●
一
評
嬢
』
畦
孝
釦
桧

一
一
小
結
に
た
第
員
。

に
望
月
美
佐
さ
ん
が
献
害
、

福田宮司（右端）とともに が
半古田し人は花をにがし献
ど稀宮てが、見彩春ほい害
んと司、参約のつのの明、
文、の福加 2 5 0 宴た宵かり美
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こんにちは赤ちゃん

・田中務ちゃん／芦屋市朝日ケ丘町

完全看護☆冷暖房完備☆病院前駐車可能

富柿沼産婦人科

芦屋市大机町１番1 8 号
芦屋保健所東隣

壷芦屋（0 7 9 7 ）3 1 - 1 2 3 4 代表

エトランゼたちに愛されてきた
美しい港町神戸

潮風に髪をなびかせて
歩いた坂道

ふと出会った………
チーズサブレー一忘れがたい

そのデリケートな歯ざわり

¥2,000
一北欧の銘菓一

ユーノＬイム｡ コンフェグト
本社神戸市中央区熊内町１－８－２３念2 2 1 - 1 1 6 4
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華
｛
麓
な
る
食
べ
あ
る
記

鰯
小
山
乃
里
子
の

神
戸
精
養
軒

群
愛
飯
店

八
ｍ
Ｖ
フ
ラ
ン
ス
料
理

八
Ⅷ
Ｖ
広
東
菜
館

一
☆
話
題
を
呼
ぶ
、
女
性
好
み
の
特
選
小
皿
料
理
一

》
■
ｇ
０
０
Ｐ
９
０
０
０
０
０
ｑ
０
０
９
Ｕ
ｄ
■
０
●
甲
●
Ｂ
Ｃ
０
Ｄ
０
■
Ｆ
９
Ｉ
Ｉ
０
０
０
Ｃ
０
０
Ｃ
ｇ
５
０
０
０
０
Ｌ
Ｃ
Ｕ
０
１
４
０
ａ
ｂ
Ｉ
０
Ｂ
０
日
日
０
０
０
０
日
０
凸
■
０
日
０
０
０
０
９
９
０
Ｕ
Ｔ
９
４
ｆ
９

神
戸
精
養
軒

ま
だ
、
六
甲
の
登
山
口
に
住
ん
で
い
た
頃
、
両
親
が
来
た
り
、

友
人
が
訪
ね
て
く
れ
た
時
、
な
ん
せ
料
理
の
た
ぐ
い
の
苦
手
な
女

ゆ
え
、
精
養
軒
へ
と
案
内
し
た
も
の
だ
っ
た
。

三
宮
ま
で
出
る
ま
で
も
な
く
、
タ
ク
シ
ー
で
五
、
六
分
の
所

に
、
（
落
ち
着
い
た
雰
囲
気
の
）
お
い
し
い
店
が
あ
る
と
い
う
こ

と
は
、
と
て
も
嬉
し
い
も
の
で
あ
る
。

最
近
、
御
影
へ
引
っ
越
し
た
せ
い
も
あ
っ
て
、
ご
無
沙
汰
だ
っ

た
が
、
あ
る
日
、
番
組
の
ス
タ
ッ
フ
の
一
人
が
、
「
こ
の
店
、
ノ
コ

さ
ん
の
近
く
と
ち
が
い
ま
す
か
？
、
フ
ラ
ン
ス
風
懐
石
料
理
、
二

十
種
類
。
面
白
そ
う
や
し
、
一
度
行
っ
て
み
よ
う
と
思
う
ん
で
す

が
．
…
・
・
」
と
、
雑
誌
を
持
っ
て
来
た
。
「
へ
え
－
、
精
養
軒
や
つ
た

員
よ
お
知
っ
て
る
よ
、
ふ
う
ん
、
こ
ん
な
ん
や
っ
て
は
る
の
か

．
…
．
．
」
「
ど
ん
な
も
ん
で
す
？
」
、
「
そ
り
ゃ
、
あ
そ
こ
や
っ
た
ら
お

い
し
い
と
思
う
よ
。
ま
あ
、
私
が
行
っ
て
く
る
し
、
待
つ
と
き
」
。

か
く
て
、
全
権
大
使
の
よ
う
な
あ
ん
ば
い
で
、
今
、
テ
ー
ブ
ル
に

坐
っ
て
い
る
と
い
う
わ
け
。
そ
し
て
、
さ
っ
き
か
ら
驚
き
っ
ぱ
な

し
。
確
か
に
彼
が
見
せ
て
く
れ
た
記
事
に
は
、
二
十
種
類
と
善
い

１
１２３
１

ノ
コ
ち
や
ん

て
は
あ
っ
た
が
、
私
は
、
十
種
類
の
ま
ち
が
い
に
ち
が
い
な
い
、

と
決
め
つ
け
て
い
た
の
だ
。
と
こ
ろ
が
、
一
の
膳
、
二
の
膳
、
目

の
前
に
並
べ
ら
れ
て
、
ま
あ
そ
の
盛
り
つ
け
の
き
れ
い
な
こ
と
、

色
彩
的
に
も
申
し
分
な
く
、
そ
し
て
、
お
皿
の
数
は
、
き
っ
ち
り

と
二
十
皿
。
ま
ず
一
の
膳
の
方
、
オ
ー
ド
ブ
ル
的
な
も
の
を
用
意

し
ま
し
た
、
と
い
わ
れ
て
も
、
わ
た
し
や
あ
、
こ
れ
だ
け
で
満
腹

に
な
り
そ
う
な
ん
だ
け
ど
、
エ
ス
カ
ル
ゴ
の
メ
ル
バ
ー
ト
ー
ス
ト

添
え
、
自
家
製
生
ハ
ム
メ
ロ
ン
（
こ
の
生
ハ
ム
が
お
い
し
か
っ
た
）

パ
イ
貝
の
ワ
イ
ン
蒸
し
、
牛
肉
の
た
た
き
、
あ
わ
び
の
バ
タ
ー
焼

き
、
小
エ
ビ
の
フ
ラ
イ
・
タ
ル
タ
ル
ソ
ー
ス
（
か
ら
り
と
揚
が
っ

て
口
当
り
が
良
い
）
貝
柱
の
酒
蒸
し
、
レ
モ
ン
添
え
。
神
戸
肉
の

さ
し
み
（
さ
ら
し
玉
ね
ぎ
と
ぴ
っ
た
り
）
、
鮮
魚
の
南
蛮
漬
け
、
そ

し
て
季
節
の
果
物
、
え
－
つ
と
十
種
全
部
書
い
た
か
な
あ
、
直
径

十
セ
ン
チ
位
の
立
杭
焼
き
の
お
皿
に
、
こ
れ
ら
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の

顔
付
き
を
し
て
お
さ
ま
っ
て
い
る
の
は
、
実
に
見
事
で
あ
る
。
ス

ー
プ
が
出
さ
れ
て
、
も
う
二
の
膳
へ
と
コ
ー
ス
は
移
っ
て
い
る
。

こ
ち
ら
が
又
、
ボ
リ
ュ
ー
ム
た
っ
ぷ
り
。
ミ
ニ
ッ
ッ
ス
テ
ー
キ
お

ろ
し
添
え
、
タ
ン
シ
チ
ュ
ー
、
サ
ラ
ダ
、
チ
キ
ン
グ
ラ
タ
ン
、
か

に
の
ヂ
ュ
ク
セ
ル
（
し
い
た
け
に
コ
ロ
ッ
ケ
風
に
詰
め
て
揚
げ
て

あ
っ
た
、
柔
ら
か
く
っ
て
口
の
中
で
と
ろ
け
そ
う
だ
っ
た
）
ミ
ー
ー
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弾

品

「
》 識

》

曙霧

一
☆
本
場
の
人
達
が
懐
し
く
味
わ
う
家
庭
料
理
一

群
愛
飯
店

群
愛
飯
店
が
、
鯉
川
筋
に
新
し
い
店
を
オ
ー
プ
ン
し
て
、
も
う

六
年
に
な
る
と
い
う
。

何
度
か
足
を
運
ん
だ
の
に
、
そ
の
つ
ど
満
員
だ
っ
た
。
表
の
椅

子
の
と
こ
ろ
に
、
若
い
女
性
の
グ
ル
ー
プ
や
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン

が
、
ワ
イ
ワ
イ
と
順
番
を
待
っ
て
い
る
の
を
見
る
と
、
つ
い
気
の

弱
い
私
は
、
「
又
に
し
よ
う
…
…
」
と
、
又
ト
ボ
ト
ボ
坂
道
を
お

り
る
の
だ
っ
た
。
下
の
店
に
は
よ
く
行
っ
た
。
カ
エ
ル
の
か
ら
揚

げ
が
好
物
で
、
と
言
っ
た
ら
、
今
日
の
メ
ニ
ュ
ー
に
、
き
っ
ち
り

入
れ
て
く
だ
さ
っ
た
。

ま
ず
は
、
海
老
の
ボ
イ
ル
。
う
っ
す
ら
と
ピ
ン
ク
の
色
の
海
老

が
大
き
な
お
皿
の
ま
わ
り
に
、
き
れ
い
に
並
べ
ら
れ
て
、
そ
の
真

中
に
、
み
そ
だ
れ
が
の
っ
て
い
る
。
今
日
は
特
別
で
み
そ
だ
れ

は
、
ト
マ
ト
を
く
り
抜
い
た
器
に
入
っ
て
い
た
。
指
で
く
り
つ
と

か
ら
を
む
き
、
ち
よ
こ
つ
と
た
れ
に
つ
け
て
、
あ
っ
さ
り
し
た
味

と
た
れ
が
お
い
し
く
、
た
ち
ま
ち
手
も
と
の
皿
は
か
ら
だ
ら
け
。

か
ご
の
へ
し
い
た
め
。
つ
ま
り
、
京
イ
モ
で
造
っ
た
大
き
な
か
ご

の
中
に
、
ヘ
レ
肉
と
、
た
け
の
こ
、
し
い
た
け
、
ブ
ロ
ッ
コ
リ

障弔

蕊

４
１
２
１
１

ケ
ー
キ
、
帆
立
貝
の
フ
ラ
イ
、
洋
風
寿
司
（
に
ぎ
り
の
ネ
タ
が
、

肉
の
さ
し
み
と
サ
ー
モ
ン
）
そ
し
て
、
と
ど
め
は
、
ボ
ル
シ
チ
風

ラ
ー
メ
ン
。
あ
ん
な
に
、
お
な
か
い
っ
ぱ
い
で
も
う
食
べ
ら
れ
ま

せ
ん
、
言
い
な
が
ら
、
こ
の
ラ
ー
メ
ン
は
、
入
る
所
が
別
だ
っ
た

み
た
い
。
野
菜
が
た
っ
ぷ
り
で
、
お
し
る
を
全
部
飲
ん
で
し
ま
っ

た
。
昨
年
の
十
月
か
ら
の
メ
ニ
ュ
ー
だ
が
、
口
こ
み
で
評
判
を
呼

び
、
主
に
女
性
を
中
心
に
た
く
さ
ん
の
方
が
見
え
て
い
る
と
の
こ

と
。
化
学
調
味
料
を
一
切
使
わ
な
い
シ
ェ
フ
の
姿
勢
が
、
そ
の
評

判
に
輪
を
か
け
て
い
る
み
た
い
。

特
選
小
皿
料
理
／
４
，
５
０
０
円
（
一
人
前
・
税
別
）
ご
注
文
は
２
人
か
ら
。
要
予
約

ス
ペ
シ
ャ
ル
ス
テ
ー
キ
デ
ィ
ナ
ー
／
２
，
０
０
０
円
、
１
，
５
０
０
円
週
替
り
ラ
ン

チ
／
８
０
０
円
、
７
０
０
円
（
４
Ｐ
Ｍ
ま
で
）

神
戸
噛
確
区
上
野
通
７
丁
目
４
－
焔
倉
８
７
１
１
４
４
８
８
午
前
ｎ
時
半
Ｉ
午
後
９

時
半
（
オ
ー
ダ
ー
ス
ト
ッ
プ
）
毎
水
曜
日
定
休
駐
車
場
有

申函“婆←苫

麺 鐸」 . 識 ﾛ 挺軒

▲欧風料理の全てが味わえるお楽しみ特選小皿料理。オー
ドブルから始まって肉誇魚、サラダ等さまざまの種類が
しめて1 9 皿、最後にロシヤ料理ボルシチ風ラーメンで満
腹になります。

ト２０種類の特選小皿料理を考案した井上康司常務と。
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霞塞畷懇鍵

群愛飯店

簿議蓉溌

醐 串盟唱生製語
昂Ｊ ＩＷＩＬＷ％ 月，冊Ｉ，Ｗｌ

ｐＪＪ

‐
が
、
ざ
っ
く
り
、
さ
っ
と
い
た
め
ら
れ
て
入
っ
て
い
る
。
内
味

を
食
べ
た
あ
と
、
お
も
む
ろ
に
そ
の
か
ご
を
食
べ
る
の
で
あ
る
。

野
菜
も
お
い
し
く
、
肉
も
お
い
し
く
、
パ
ク
パ
ク
い
た
だ
く
。
カ

ニ
い
た
め
。
わ
た
り
ガ
ー
ー
の
オ
レ
ン
ジ
色
の
み
そ
と
、
ピ
ー
マ
ン

の
青
と
が
い
い
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
。

そ
し
て
、
カ
エ
ル
の
か
ら
揚
げ
、
冷
凍
も
の
は
一
切
使
わ
な

い
、
と
聞
い
て
、
そ
う
い
え
ば
、
バ
ケ
ツ
の
中
で
飛
び
は
ね
そ

う
な
元
気
な
カ
エ
ル
を
、
台
所
に
運
ん
で
ら
し
た
こ
と
あ
っ
た
つ

け
、
と
思
い
出
し
た
。
と
り
の
さ
さ
み
の
よ
う
な
上
品
な
味
、
両

手
で
ム
グ
ム
グ
と
下
品
に
食
べ
る
。

そ
し
て
、
大
き
な
魚
が
一
匹
、
あ
こ
の
蒸
し
、
と
の
こ
と
だ
っ

た
が
、
大
好
き
な
イ
ン
サ
イ
が
、
魚
の
上
に
ふ
わ
あ
－
つ
と
の
つ

か
っ
て
い
て
、
あ
っ
さ
り
し
た
魚
の
味
を
ひ
き
し
め
て
い
る
。
食

べ
な
が
ら
、
超
さ
ん
に
色
々
お
話
を
伺
っ
て
い
た
ら
、
つ
い
た
て

の
向
う
の
声
、
「
あ
っ
、
又
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
人
が
来
て
は
ん
ね

ん
わ
：
．
…
」
こ
の
店
は
様
々
な
外
国
人
が
や
っ
て
来
る
が
、
な
か

で
も
香
港
や
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
人
達
が
多
い
そ
う
な
。

店
を
開
く
時
、
神
戸
港
に
や
っ
て
く
る
船
員
さ
ん
達
に
、
自
分

の
家
で
食
事
を
し
て
い
る
雰
囲
気
の
、
家
庭
的
な
料
理
を
作
っ
て

み
よ
う
、
と
思
わ
れ
た
そ
う
で
、
そ
れ
が
評
判
に
な
り
、
中
国
系

の
人
が
ど
ん
ど
ん
。
大
阪
に
着
い
た
船
員
さ
ん
も
、
わ
ざ
わ
ざ
来

ら
れ
る
ほ
ど
で
、
そ
う
な
る
と
、
本
場
の
人
が
あ
ん
な
に
喜
ん
で

行
っ
て
い
る
店
は
、
き
っ
と
本
物
に
ち
が
い
な
い
、
と
日
本
人
が

行
く
よ
う
に
な
り
、
あ
っ
と
い
う
ま
に
、
店
の
名
が
広
が
っ
た
と

い
う
わ
け
。
そ
れ
で
、
私
は
ト
ポ
ト
ボ
坂
道
を
お
り
る
は
め
に
な

っ
た
の
だ
。

今
は
、
予
約
を
し
な
い
と
な
か
な
か
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
、

不
況
も
あ
る
の
か
な
、
船
員
さ
ん
も
少
な
く
な
っ
た
そ
う
で
、
面

倒
見
の
良
い
超
さ
ん
の
声
も
、
心
な
し
か
寂
し
げ
だ
っ
た
。

レ
タ
ス
巻
き
／
１
，
３
０
０
円
あ
さ
り
／
１
，
０
０
０
円
カ
エ
ル
の
か
ら
揚
げ
／

１
，
３
０
０
円
一
卓
（
加
名
）
／
４
０
，
０
０
０
円
か
ら
で
き
る
だ
け
予
約
を
。

本
館
／
神
戸
市
中
央
区
中
山
手
通
３
丁
目
４
１
６
宮
３
３
２
‐
５
２
０
３
．
３
２
１
１

１
９
７
２
正
午
ｉ
午
後
８
時
支
店
／
神
戸
市
中
央
区
北
長
狭
通
３
丁
目
３
‐
２

宮
３
３
１
１
２
７
４
０

駕
錯
噸

》
鏡

１
１２５

▲上左／妙鮮蟹（カニ妙め）上右／蒸石斑（あこう蒸し）
下左／作田覇（カエルの唐揚げ）下中／白灼飾（海老の
ボイル）下右／雀巣牛柳（かご入りへし妙め）
剣「根っから食べることが好きやね」と趨妙蝿さん。次男
のお嫁さんで、店を手伝う林恵仙さん（左端）と。

崇竺心＝

蕊甚鍾曹謹恕鍾鐸: 霞鋒熱霧瀧‘驚鶏識蕊蕊
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蕊
蕊

知る人ぞ知るイットク言 と一徳

６
１
２
１
１

戦
前
、
神
戸
商
大
生
村
上
一
徳
は
日
本
の
ジ
ャ
ズ
・
ス
チ
ー
ル
ギ
タ
ー
の
パ
イ
オ
ー
ー

ア
と
し
て
神
戸
で
活
躍
し
た
。

溌躍鍔重職'

大
正
ｕ
年
、
神
戸
。
井
田
一
郎
の
ラ
フ
ィ
ン
グ
・
ス
タ
ー
・
ジ

ャ
ズ
バ
ン
ド
が
誕
生
し
た
。
こ
れ
が
日
本
の
ジ
ャ
ズ
の
発
祥
と
い

わ
れ
て
い
る
。
こ
の
伝
統
は
今
も
な
お
神
戸
の
街
に
根
づ
い
て
い

る
。
そ
し
て
昭
和
９
年
、
神
戸
商
大
の
学
生
村
上
一
徳
が
ハ
ワ
イ

ア
ン
。
バ
ン
ド
「
サ
ザ
ン
・
ク
ロ
ス
・
カ
レ
ッ
ジ
ア
ン
ズ
」
を
組

ん
で
活
躍
し
た
。
そ
れ
は
ア
マ
チ
ュ
ア
の
グ
ル
ー
プ
で
、
神
戸
は

ア
マ
チ
ュ
ア
音
楽
家
の
活
動
が
活
発
だ
が
、
そ
の
初
め
で
あ
る
。

こ
の
村
上
一
徳
、
通
称
イ
ッ
ト
ク
さ
ん
が
、
日
本
の
ジ
ャ
ズ
・
ス

チ
ー
ル
ギ
タ
ー
の
パ
イ
オ
ニ
ア
と
い
わ
れ
て
い
る
人
で
あ
る
。

こ
の
イ
ッ
ト
ク
さ
ん
の
長
女
、
村
上
京
子
さ
ん
が
女
性
３
人
の

ジ
ャ
ズ
・
コ
ー
ラ
ス
・
グ
ル
ー
プ
「
ザ
。
シ
ャ
イ
ニ
ー
・
ス
ト
ッ

キ
ン
グ
ス
」
を
結
成
し
、
初
め
て
の
レ
コ
ー
ド
を
発
表
し
て
各
方

面
か
ら
大
き
な
反
響
を
呼
ん
で
い
る
。

末
広
村
上
京
子
さ
ん
に
は
、
ぜ
ひ
会
い
た
い
と
思
っ
て
い
た
ん

で
す
。
と
い
う
の
は
、
最
近
レ
コ
ー
ド
を
出
し
た
と
い
う
こ
と
も

あ
る
け
れ
ど
、
あ
な
た
の
お
父
さ
ん
の
話
を
聞
き
た
か
っ
た
ん
で

す
。
あ
な
た
の
お
父
さ
ん
、
つ
ま
り
村
上
一
徳
さ
ん
の
活
躍
の
話

は
、
あ
な
た
も
聞
い
て
い
ま
す
で
し
よ
。

村
上
え
え
。
子
供
の
頃
、
父
の
仲
間
の
人
た
ち
が
よ
く
家
に
遊

び
に
来
て
ま
し
た
け
ど
、
私
は
、
大
人
の
男
の
人
は
み
ん
な
あ
あ

い
う
楽
器
が
で
き
る
も
の
だ
と
思
っ
て
た
（
笑
）
。
私
は
岨
才
の
時

に
、
音
楽
の
世
界
に
入
り
た
く
て
、
そ
の
時
た
ま
た
ま
ベ
ー
ス
を

弾
く
メ
ン
バ
ー
を
探
し
て
い
た
女
性
ば
か
り
の
ハ
ワ
イ
ア
ン
・
バ

ン
ド
に
入
れ
て
も
ら
っ
た
ん
で
す
、
家
に
内
緒
で
。
す
ぐ
に
父
に

（
し
て
ね
、
学
校
ど
う
す
る
っ
て
い
わ
れ
た
り
、
周
り
の
人
か
ら

も
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
反
対
さ
れ
ま
し
た
。
で
も
、
学
校
に
行
き

な
が
ら
そ
の
ハ
ワ
イ
ア
ン
・
バ
ン
ド
で
ベ
ー
ス
を
弾
い
て
た
の
で

す
が
、
周
り
の
人
た
ち
が
「
え
え
っ
別
イ
ッ
ト
ク
先
生
の
お
嬢

さ
ん
別
」
っ
て
調
子
で
、
父
の
話
を
い
ろ
い
ろ
聞
か
せ
て
く
れ
た

り
、
私
に
は
音
楽
の
世
界
の
い
わ
ゆ
る
汚
い
部
分
を
見
せ
な
い
よ

う
に
特
別
扱
い
さ
れ
た
り
し
ま
し
た
。
私
が
四
才
の
時
に
父
が
な

く
な
り
、
そ
の
時
親
戚
か
ら
も
こ
の
仕
事
を
続
け
る
の
を
反
対
さ

村上一徳( 中央) とスウィンギングサーフライダーフ村上京子
く瞥謁巽奉ｉ１三参二〉

瑞典▽

鍵鍾
『
一
。
》

乳

蓉
麹

末広光夫
く音楽プロデューサー〉

小泉進吉
く入船㈱相談役〉

蕊鐸

蝉

蕊
画
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小
泉
そ
れ
に
戦
後
は
ほ
と
ん
ど
進
駐
軍
の
ク
ラ
ブ
と
か
ホ
テ
ル

の
仕
事
で
し
た
か
ら
ね
。

末
広
僕
が
な
ぜ
イ
ッ
ト
ク
さ
ん
に
魅
か
れ
た
の
か
っ
て
い
う
と

故
人
に
対
し
て
失
礼
な
い
い
方
か
も
し
れ
な
い
け
れ
ど
、
イ
ッ
ト

ク
さ
ん
の
戦
後
の
活
躍
と
い
う
の
は
僕
ら
も
も
う
ひ
と
つ
よ
く
わ

か
ら
な
い
ん
で
す
ね
。
ま
あ
、
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
花
形
で
は
な

か
っ
た
。
と
こ
ろ
が
戦
前
、
し
か
も
学
生
時
代
に
、
つ
ま
り
ア
マ

チ
ュ
ア
で
あ
れ
だ
け
活
躍
し
た
と
い
う
の
は
、
す
ご
い
人
だ
と
思

う
わ
け
で
す
。
昭
和
９
年
に
神
戸
商
大
に
入
り
、
加
年
に
バ
ッ
キ

ー
白
片
と
一
緒
に
Ｂ
Ｋ
（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
阪
）
に
出
演
し
て
い
る
が
、

こ
れ
が
初
め
て
の
電
波
に
乗
っ
た
ハ
ワ
イ
ア
ン
で
、
そ
れ
を
学
生

時
代
に
や
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
。
同
時
に
イ
ッ
ト
ク
さ
ん
が
東

京
か
ら
神
戸
に
移
っ
て
き
た
の
を
追
っ
て
、
東
京
の
ハ
ワ
イ
ア
ン

の
連
中
が
こ
っ
ち
に
ど
ん
ど
ん
来
て
、
昭
和
９
１
岨
年
頃
の
神
戸

は
ハ
ワ
イ
ア
ン
の
中
心
地
に
な
っ
て
い
た
。
当
時
と
し
て
も
文
化

の
中
心
は
東
京
だ
っ
た
の
に
ね
。

村
上
私
が
父
か
ら
聞
い
た
話
で
は
、
子
供
の
頃
だ
か
ら
は
っ
き

り
し
て
い
な
い
け
ど
、
学
生
時
代
に
ア
メ
リ
カ
に
渡
っ
て
、
映
画

を
見
た
ら
ス
チ
ー
ル
ギ
タ
ー
を
ひ
ざ
の
上
に
置
い
て
弾
い
て
い
る

場
面
が
あ
っ
て
、
そ
れ
が
誰
だ
か
は
わ
か
ら
な
い
け
ど
、
そ
の
映

画
か
ら
音
を
盗
も
う
と
朝
か
ら
晩
ま
で
そ
の
映
画
を
み
て
、
そ
こ

で
な
る
ほ
ど
と
、
奏
法
に
つ
い
て
の
ヒ
ラ
メ
キ
を
得
た
と
い
う
話

で
す
。
で
も
父
が
家
で
ハ
ワ
イ
ア
ン
を
聞
い
て
る
記
憶
は
あ
ま
り

な
い
で
す
ね
。
ル
イ
・
ア
ー
ム
ス
ト
ロ
ン
グ
が
多
く
て
、
残
っ
て

い
る
レ
コ
ー
ド
も
ジ
ャ
ズ
の
方
が
多
い
み
た
い
で
す
ね
。
ハ
ワ
イ

ア
ン
と
ジ
ャ
ズ
は
、
父
に
と
っ
て
は
全
く
別
の
も
の
で
は
な
く
て

ア
ド
リ
ブ
や
ノ
リ
は
完
全
に
ジ
ャ
ズ
の
よ
う
で
す
ね
。
私
も
最
近

レ
コ
ー
ド
を
出
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
今
、
改
め
て
、
ジ
ャ
ズ
評

論
家
の
瀬
川
昌
久
さ
ん
が
お
っ
し
ゃ
る
よ
う
に
、
父
が
天
国
で
喜

ん
で
く
れ
て
る
、
と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
ね
。
今
ま
で
は
親

を
い
か
に
振
り
払
う
か
み
た
い
な
感
じ
で
し
た
し
。
…
：
親
戚
は
う

る
さ
い
し
（
笑
）
。

小
泉
私
は
応
援
団
で
す
（
笑
）
。

八
神
戸
ワ
シ
ン
ト
ン
ホ
テ
ル
１
Ｆ
・
ト
ム
・
キ
ャ
ン
テ
ィ
に
て
Ｖ

１
１２７
１

れ
ま
し
た
。

末
広
親
戚
と
い
う
と
、
小
泉
さ
ん
も
…
…
。

小
泉
私
の
姉
が
京
子
さ
ん
の
母
親
な
ん
で
す
が
、
私
は
一
生
懸

命
応
援
し
て
ま
し
た
（
笑
）
。
僕
と
健
三
さ
ん
く
ら
い
が
応
援
し

て
ま
し
た
ね
。

村
上
そ
う
そ
う
、
父
の
弟
ね
。

小
泉
通
称
一
一
ト
ク
っ
て
い
う
ん
で
す
（
笑
）
。

村
上
で
も
私
は
加
才
か
ら
ま
た
始
め
て
、
今
度
は
ジ
ャ
ズ
の
世

界
で
し
た
。
ジ
ャ
ズ
の
世
界
で
も
先
輩
た
ち
が
「
あ
の
セ
ン
ト
ル

イ
ス
・
ブ
ル
ー
ス
の
レ
コ
ー
ド
は
す
り
減
る
ほ
ど
聞
き
ま
し
た
。

そ
れ
が
き
っ
か
け
で
、
今
、
こ
う
や
っ
て
演
っ
て
る
ん
だ
。
あ
の
イ

ッ
ト
ク
さ
ん
の
…
…
別
」
と
い
う
。
で
も
私
は
そ
れ
で
特
別
に
見

ら
れ
る
の
が
嫌
だ
っ
た
か
ら
、
以
来
、
自
分
か
ら
は
そ
う
い
う
話

は
し
な
い
よ
う
に
し
て
た
ん
で
す
。

末
広
お
母
さ
ん
は
、
つ
ま
り
小
泉
さ
ん
の
お
姉
さ
ん
だ
か
ら
、

神
戸
の
人
で
す
ね
。

村
上
そ
う
で
す
。
親
戚
一
同
み
ん
な
神
戸
。

末
広
じ
ゃ
あ
、
小
泉
さ
ん
に
初
め
て
会
っ
た
の
は
。

村
上
軽
井
沢
の
家
で
し
た
か
。
私
が
小
学
校
の
１
年
生
の
頃
で

す
ね
、
記
憶
に
あ
る
の
は
。
浜
口
庫
之
助
さ
ん
、
平
岡
精
二
さ
ん

新
倉
美
子
さ
ん
：
…
・
父
の
音
楽
仲
間
や
母
の
兄
弟
、
音
楽
の
好
き

な
連
中
が
集
ま
っ
て
騒
い
で
ま
し
た
れ
。
子
供
心
に
す
ご
く
楽
し

か
っ
た
で
す
ね
。
私
な
ん
か
み
ん
な
か
ら
上
手
に
か
ら
か
わ
れ
て

い
ま
し
た
。

小
泉
ひ
と
こ
と
で
い
う
な
ら
い
い
人
で
し
た
ね
。
商
売
っ
気
の

な
い
人
で
し
た
ね
。

末
広
そ
の
よ
う
で
す
ね
。
そ
れ
が
あ
れ
ば
戦
後
も
っ
と
売
れ
て

も
い
い
は
ず
で
す
ね
。
そ
の
後
に
登
場
し
た
ハ
ワ
イ
ア
ン
の
ス
チ

ー
ル
ギ
タ
ー
の
ポ
ス
宮
崎
に
し
て
も
大
橋
節
夫
に
し
て
も
一
般
的

に
名
前
が
売
れ
て
い
ま
し
た
し
、
大
橘
節
夫
は
イ
ッ
ト
ク
さ
ん
の

『
熱
風
』
を
伽
パ
ー
セ
ン
ト
コ
ピ
ー
し
て
や
っ
て
ま
し
た
よ
。
あ

れ
だ
け
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
た
ち
に
慕
わ
れ
て
い
な
が
ら
、
第
一
線

に
出
な
か
っ
た
の
は
、
や
は
り
商
売
が
ヘ
タ
だ
っ
た
ん
だ
ろ
う
な

っ
て
こ
と
で
し
ょ
う
ね
。
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鱗

祁
一
ア
ク
セ
サ
リ
ー
感
覚
で

》
㈱
パ
ー
ル
松
岡
誠
子
企
画
室
長
を
訪
ね
て

女
性
に
と
っ
て
、
ブ
ラ
ウ
ス
は
と
て
も
夢
の
あ
る
ア
イ
テ
ム
．
ｌ
そ
れ
ぞ
れ
の
ポ
リ
シ
‐
畔

日
本
女
性
は
一
人
平
均
二
十
枚
は
持
っ
て
お
り
、
組
み
合
わ
せ
る
松
岡
「
〃
ラ
フ
ィ
ネ
″
は
、
昨

も
の
に
よ
っ
て
、
い
ろ
ん
な
表
情
を
見
せ
て
く
れ
る
。
麻
や
絹
の
天
然
素
材
を
用
い
｝

今
年
創
立
二
十
周
年
を
迎
え
た
神
戸
の
大
手
ブ
ラ
ウ
ス
メ
ー
カ
Ｉ
ゲ
ッ
ト
に
し
た
シ
テ
ィ
カ
毒

－
、
㈱
パ
ー
ル
で
は
、
五
月
か
ら
生
田
川
沿
の
新
社
屋
で
、
ま
す
シ
ン
プ
ル
な
も
の
が
多
い
で
＋

ま
す
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
性
の
高
い
ブ
ラ
ウ
ス
づ
く
り
に
専
念
。
松
岡
な
し
た
、
本
物
志
向
派
の
女
緋

賢
蔵
社
長
夫
人
で
あ
り
、
企
画
室
長
の
松
岡
誠
子
さ
ん
に
、
パ
ー
す
が
、
お
値
段
も
よ
く
な
り
士

ル
の
ブ
ラ
ウ
ス
の
魅
力
に
つ
い
て
お
話
を
伺
っ
た
。

〃
ネ
オ
・
パ
ー
ル
″
は
、
ヤ

ー
パ
ー
ル
で
は
．
現
在
ど
ん
な
ブ
ラ
ン
ド
が
あ
る
の
で
す
か
。
で
プ
ラ
イ
ス
は
一
万
偶
か
ら
一

癖
鍵
蕊
癖
影
需

蝿
驚
ｌ
除
鎚
鵜
灘
篭
騨
津
ｆ
蝉
ｒ
…
瀞
調
，
細
蝿
藷
鐸
瀞
識
難
鵜
総
悪
縦
§

雷
閣
扇
」
閏
（
）
雪
④
卸
画
弔
〕
○
両
弓

ブ
ラ
ウ
ス
は

松
岡
「
常
時
や
つ

い
て
お
り
ま
す
の

趣
が
、
〃
パ
ー
ル
〃
、

幼
〃
ネ
オ
・
パ
ー
ル
〃

調
〃
メ
ル
ア
ン
〃
、
〃
ラ

ー
テは

ブ
イ
、
不
″
の
四
ブ

卵
ラ
ン
ド
で
す
。
ジ

Ａ唾
ユ
ニ
ア
ブ
ラ
ン
ド

皿
の
〃
ポ
。
へ
〃
は
今

型
ち
ょ
っ
と
小
休
止

蒜
な
ん
で
す
よ
。
そ

ン、
雪
れ
ぞ
れ
ブ
ラ
ン
ド

ッ
ご
と
に
商
品
ポ
リ

アフ
シ
ー
を
持
っ
て
展

開
し
て
い
ま
す
」

Ｉ
そ
れ
ぞ
れ
の
ポ
リ
シ
‐
は
？

松
岡
「
〃
ラ
フ
ィ
ネ
″
は
、
昨
年
の
秋
よ
り
始
め
た
ブ
ラ
ン
ド
で
、

麻
や
絹
の
天
然
素
材
を
用
い
て
い
ま
す
。
ニ
ュ
ー
サ
ー
テ
ィ
を
タ

ー
ゲ
ッ
ト
に
し
た
シ
テ
ィ
カ
ジ
ュ
ア
ル
タ
イ
プ
で
、
デ
ザ
イ
ン
は

シ
ン
プ
ル
な
も
の
が
多
い
で
す
ね
。
い
ろ
ん
な
プ
ー
フ
ゥ
ス
を
着
こ

な
し
た
、
本
物
志
向
派
の
女
性
に
人
気
が
あ
り
、
品
質
も
良
い
で

す
が
、
お
値
段
も
よ
く
な
り
ま
す
ね
。

〃
ネ
オ
・
パ
ー
ル
″
は
、
ヤ
ン
グ
か
ら
ニ
ュ
ー
サ
ー
テ
ィ
向
け

で
プ
ラ
イ
ス
は
一
万
円
か
ら
一
万
六
、
七
千
円
ぐ
ら
い
で
す
。
素

材
は
合
繊
が
主
に
な
り
ま
す
ね
。
ポ
リ
エ
ス
テ
ル
が
多
い
の
で
す

が
夏
物
に
は
上
質
の
綿
も
使
い
ま
す
ね
。
エ
レ
ガ
ン
ス
な
雰
囲
気

で
カ
ラ
ー
は
、
ス
モ
ー
キ
ー
パ
ス
テ
ル
が
中
心
に
な
り
ま
す
ね
。

〃
パ
ー
ル
〃
は
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト
が
い
わ
ゆ
る
Ｏ
Ｌ
中
心
で
、
プ
ラ

Ｆ
Ｄ
即
ち
聖

1 28

‘駕
篭

露§；
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イ
ス
は
六
、
九
○
○
円
’
九
、
八
○
○
円
で
す
ね
。
こ
れ
も
素
材

は
合
繊
が
主
体
で
、
夏
は
麻
混
や
綿
ボ
イ
ル
も
使
い
ま
す
。
気
軽

に
買
っ
て
い
た
だ
け
る
の
が
特
徴
で
す
ね
。
全
体
的
に
フ
ェ
ミ
ニ

ン
で
す
。
〃
メ
ル
。
ア
ン
″
は
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
先
行
型
で
、
そ

の
時
々
の
流
行
を
積
極
的
に
と
り
入
れ
て
い
ま
す
。
素
材
も
デ
ザ

イ
ン
に
応
じ
て
レ
ー
ヨ
ン
や
綿
や
様
々
で
す
。
カ
ラ
ー
も
、
ヴ
ィ

ヴ
ィ
ッ
ド
で
あ
っ
た
り
、
今
年
の
場
合
は
モ
ノ
ト
ー
ン
も
や
っ
て

い
ま
す
」

ｌ
今
年
の
夏
物
は
ど
ん
な
特
徴
が
あ
る
の
で
す
か
．

松
岡
「
天
然
素
材
の
志
向
が
強
い
で
す
ね
。
夏
物
に
な
る
と
麻
に

人
気
が
あ
り
ま
す
。
カ
ラ
ー
は
パ
ス
テ
ル
ト
ー
ン
か
ら
、
先
ほ
ど

申
し
ま
し
た
モ
ノ
ト
ー
ン
な
ど
で
す
。
デ
ザ
イ
ン
は
フ
ァ
ッ
シ
ョ

ン
が
多
様
化
し
て
い
る
の
で
、
半
袖
も
あ
れ
ば
、
五
分
袖
、
フ
レ

ン
チ
も
あ
る
と
い
っ
た
具
合
で
す
。
消
費
者
の
方
が
そ
れ
ぞ
れ
自

分
に
似
合
う
も
の
を
見
つ
け
ら
れ
ま
す
か
ら
ね
。
〃
メ
ル
ア
ン
〃ディスプレーをする若いパールのデザイナー達。右から住田浩美、長永美由紀

上田ひとみの皆さん

は
や

に
つ
い
て
は
、
今
年
は
〃
か
し
め
使
い
〃
が
流
行
っ
て
い
ま
す
。

衿
ぐ
り
の
あ
き
が
大
き
く
、
バ
ッ
ク
ス
タ
イ
ル
も
セ
ク
シ
ー
な
デ

ザ
イ
ン
が
多
い
で
す
ね
」

ｌ
ブ
ラ
ウ
ス
の
良
さ
っ
て
な
ん
で
し
ょ
う
か
。

松
岡
「
ス
ー
ツ
と
か
に
比
べ
る
と
、
冒
険
が
し
や
す
い
ん
で
す
ね

利
用
範
囲
も
広
く
、
ア
ク
セ
サ
リ
ー
的
な
感
覚
で
身
に
付
け
て
い

た
だ
け
る
と
思
い
ま
す
。
近
頃
の
、
多
様
化
し
た
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン

の
中
で
、
消
費
者
の
方
は
、
自
分
の
も
の
に
し
た
着
こ
な
し
が
で

き
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
他
の
持
ち
物
と
コ
ー
デ
ィ
ネ
イ
ト
す

る
選
択
眼
も
、
確
か
で
す
ね
。
そ
う
い
う
消
費
者
の
方
々
を
裏
切

ら
な
い
、
喜
ば
れ
る
商
品
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
と
も
か

く
ブ
ラ
ウ
ス
の
お
し
ゃ
れ
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
た
い
で
す
ね
」

１
バ
ー
ル
の
ブ
ラ
ウ
ス
の
取
り
扱
い
店
は
ど
の
く
ら
い
で
す
か

松
岡
「
専
門
店
で
だ
け
、
取
り
扱
っ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
東

海
道
以
西
、
関
西
、
四
国
、
九
州
な
ど
で
約
五
百
店
舗
で
す
」

ｌ
こ
の
秋
か
ら
、
新
し
い
ブ
ラ
ン
ド
が
始
ま
る
そ
う
で
す
ね
。

松
岡
「
は
い
。
〃
ジ
ャ
ッ
ク
・
ノ
ア
″
と
い
う
ブ
ラ
ン
ド
で
、
ボ

ト
ム
ー
と
い
っ
て
も
ス
カ
ー
ト
だ
け
に
な
る
と
思
い
ま
す
が
ｌ
を

展
開
し
ま
す
。
来
春
ぐ
ら
い
か
ら
本
格
的
に
な
る
と
思
い
ま
す
」

ｌ
こ
の
新
社
屋
は
ど
う
い
う
点
を
重
要
視
さ
れ
た
の
で
す
か

松
岡
「
イ
メ
ー
ジ
産
業
で
す
の
で
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
都
市
、
神
戸

に
ふ
さ
わ
し
い
ピ
ル
設
計
を
、
と
い
う
こ
と
で
社
長
が
企
画
し
た

よ
う
で
す
。
皆
さ
ん
の
ご
期
待
に
添
え
た
ら
嬉
し
い
で
す
ね
」

ｎ
Ｕ

ｌ
２
１
１
１

冊
恥
も
甫
署
Ｅ
Ｌ
ｎ
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S ＵＭＭＥＲＦＯＲＵＭＩＮＫＯＢＥ
人づくり､ まちづくり一新国際都市

港町としての魅力や活力がそこな
われつつある神戸、その歴史は国際
都市への道そのものでした。しかし、
ハードな技術論だけで今後も国際都
市たり続けることは難しいでしょうＣ
文化が経済をリードする時代ｆこれ
からの神戸の人づくり、まちづくり
は、新しい価値観によって実践され
る時期にきているのではないでしょ
うか。本年度、神戸ＪＣは、多様化
された情報の氾濫する国際社会地
域社会の中で、それらに惑わされる
ことなく、青年らしい独自の人間開
発も含めたソフト面での人づくり、
まちづくりに貢献してゆくべきだと
考えています。
７月のサマーフオーラムインコウ

ベは、㈱神戸青年会議所創立2 5 周年
記念事業の一環として、長期的展望
のもと、会議所自身が新しい運動体
として実施するもので、右記のスケ
ジュールを予定しています。皆様方
の御参加の程よろしくお願いします○

７月８日③◎夏季経営セミナー
９日u ）共催神戸経済同友会

“心の時代と経営”
７月９日出◎在神外国人によるパネ

ルディスカッションと
アンケート調査発表。

“国際都市神戸をめざして' ’
７月1 6 日( 土) ◎神戸国際経済人会議

“国際経済人とは，，
“企業の国際化' ’

７月1 7日(日)◎スナップ写真コンテス
トとパネルディスカッ
ション
“わが街神戸一忘れて
はならぬ街角”

◎マリコ寺崎ミラー講演
７月1 8 日( 月) ◎創立2 5 周年記念講演

へイグ米元国務長官
’◎創立2 5 周年記念式典
◎神戸沖空港論文募集の
表彰式と海外空港視察
団結団式

◎五ヶ年事業の発表

〆

し

鞭神戸青年会議所
逼凝/社団法人神戸青年会脳所･会務室広報企画委員会
ｅ６５１神戸市中央区浜辺通５－エー. １４
神戸商工質 . 易，センターピル内
打E Ｌ（０７８）２．５１－００８５( 代）

五代友和
く摩耶商事株式会社取締役社長〉

摩耶商事の創立は
昭和2 6 年。二代目社
長である。船舶及び
農林業用機械類を販
, 売する機械専門商社
として東京以西を主
に営業活動を展開し
を卒業して４年、８ている｡ 神戸J C を卒業して4 年｡ 8

年間の在籍中には経済開発関係の事業
を手掛けたが､ 一番の思い出は兵庫| ブ
ロックの会長を務めたこと（昭5 2 ）。
県下の2 5 ＪＣを回わり、様々な人たち
と知り合うことが出来、広い視野でも
のを見る訓練ができた．』c時代の"財
産”は現在も公私にわたって生きてい
る。事業の方は何分にも経済環境の厳
しい時代だが、取扱い商品を拡大し、
独自の技術を駆使した製品を市場に送
り出すなど、あくまで機械専門商社と
しての発展をめざす。まだ、ＪＣの現
役に対しては、失敗を恐れずにあらゆ
ることにチャレンジして欲しいと若さ
の‘‘特権, ，ヘの自覚を促すのだ。

、

灰

130
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霧

☆
も
ん
た
よ
し
の
り
を
迎
え
て

パ
ー
ル
プ
リ
ン
セ
ス
最
終
審
査

次
々
と
続
い
た
「
近
畿
産
地
総
合
展

澗
」
「
神
戸
ポ
ー
ト
マ
ッ
ク
稲
」
「
神
戸

国
際
輸
入
見
本
市
」
な
ど
の
大
規
模
な

見
本
市
は
、
６
月
か
ら
７
月
に
か
け
て

は
、
ひ
と
休
み
と
い
っ
た
と
こ
ろ
で
あ

る
。
主
な
催
し
は
次
の
通
り
。

八
国
際
展
示
場
Ｖ

口
第
７
回
ジ
ャ
パ
ン
・
フ
ェ
ス
ト
神
戸

展
（
６
／
皿
！
〃
）
ヤ
ン
グ
カ
ジ
ュ

ア
ル
メ
ー
カ
ー
別
社
に
よ
る
展
示
会

口
澗
秋
冬
ケ
ミ
カ
ル
シ
ュ
ー
ズ
見
本
市

（
７
／
５
１
９
）
９
千
５
百
人
の
参

加
者
が
予
想
さ
れ
て
い
る
。

口
第
３
回
オ
ー
ル
ジ
ャ
パ
ン
リ
ビ
ン
グ

フ
ェ
ア
（
７
／
犯
ｌ
妬
）
メ
ー
カ
ー

２
百
社
、
販
売
店
千
５
百
社
が
参
加

し
、
千
８
百
人
の
参
加
者
の
見
込
。

八
国
際
会
議
場
Ｖ

口
日
本
鉱
物
学
会
（
６
／
７
１
９
）
年

会
及
び
総
会
で
２
百
人
が
出
席
。

口
微
小
光
学
国
際
会
議
（
７
／
４
１
５
）

微
小
光
学
の
研
究
発
表
会
で
、
約
加

力
国
（
約
“
人
）
が
参
加
し
、
総
計

１
５
０
人
の
国
際
会
議
。

ロ
ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ジ
ナ
ル
コ
ン
サ
ー
ト

神
戸
大
会
（
７
／
蝿
ｌ
Ⅳ
）
巧
才
以

下
の
ジ
ュ
ニ
ア
に
よ
る
自
作
自
演
の

コ
ン
サ
ー
ト
。

口
恒
例
の
パ
ー
ル
プ
リ
ン
セ
ス
の
最
終

審
査
が
メ
イ
ン
ホ
ー
ル
で
（
６
／
Ⅳ
）

司
会
は
岡
田
真
澄
、
ゲ
ス
ト
も
ん
た
＆

ブ
ラ
ザ
ー
ス
。

八
開
催
の
詳
細
は
神
戸
国
際
交
流
協
会

雪
３
０
２
１
５
２
０
０
ま
で
Ｖ蕊灘蕊驚

☆
『
南
米
の
ス
イ
ス
』
の
産
業
文
化
の

す
べ
て
が
ｌ
ウ
ル
グ
ァ
イ
展
開
催
中

社
会
福
祉
制
度
や
教
育
レ
ベ
ル
の
高

さ
で
『
南
米
の
ス
イ
ス
』
と
呼
ば
れ
る

ウ
ル
グ
ァ
イ
。
そ
の
産
業
・
文
化
。
観

光
な
ど
を
紹
介
す
る
ウ
ル
グ
ァ
イ
展
が

現
在
貿
易
促
進
セ
ン
タ
ー
で
開
催
中
で

あ
る
。
（
７
月
Ⅳ
日
ま
で
、
入
場
料
無
料
）

ウ
ル
グ
ァ
イ
は
、
神
戸
に
名
誉
領
事

館
を
作
ろ
う
と
い
う
提
案
や
、
首
都
モ

ン
テ
ビ
デ
オ
市
と
神
戸
市
と
の
姉
妹
都

市
提
携
の
運
動
な
ど
、
今
春
、
神
戸
で

も
話
題
と
な
っ
た
国
で
あ
る
。

こ
の
展
示
会
で
は
、
日
本
と
の
国
際

親
善
も
含
め
て
、
毛
皮
、
コ
ー
ト
な
ど

の
衣
類
、
ワ
イ
ン
な
ど
の
食
品
、
陶
磁

器
置
物
、
ア
メ
ジ
ス
ト
、
め
の
う
な
ど

特
産
品
が
存
分
に
観
賞
で
き
る
。

月
に
誕
生

ベ
ン
シ
ョ
ン
都
市
。
神
戸
の
最
新
情
報

リ
ン
セ
ス

パ
ー
ル

☆
マ
リ
ン
情
報
が
一
堂
に

「
気
分
は
、
も
う
海
」
。
を
テ
ー
マ
に

弼
第
２
回
国
際
ポ
ー
ト
シ
ョ
ー
（
日
本

舟
艇
工
業
会
主
催
。
運
輸
省
。
神
戸
市
後

援
）
が
３
月
釦
日
’
４
月
３
日
開
催
。

昨
年
初
め
て
開
催
さ
れ
、
大
好
評
だ

っ
た
が
、
今
年
も
会
場
の
神
戸
国
際
展

示
場
に
は
、
内
外
の
最
新
ヨ
ッ
ト
・
ポ

ー
ト
そ
の
他
広
く
海
に
関
わ
り
の
あ
る

商
品
が
集
め
ら
れ
、
一
大
総
合
マ
リ
ン

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
と
な
っ
た
。
中
で
も

時
代
を
反
映
し
た
省
エ
ネ
タ
イ
プ
の
エ

ン
ジ
ン
類
や
、
ボ
ー
ド
セ
ー
リ
ン
グ
、
ジ

ェ
ッ
ト
ス
キ
ー
な
ど
が
人
気
を
集
め
た

Ｉ
３
１
１

蕊鍵蕊蕊蕊蕊蕊豊騨蕊蕊

右／テープカット・左／マリン情報いっぱいの展示場

騨篭銅
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室
が
開
か
れ
て
お
り
、
二
○
名
ほ
ど
の
人
た
ち
が
一
生
懸
命
に
日

本
語
を
学
ん
で
い
る
。

こ
こ
で
日
本
語
教
室
が
開
か
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
偶
然
の

キ
ッ
カ
ケ
に
よ
る
。

二
年
前
の
四
月
に
中
国
か
ら
日
本
へ
帰
っ
て
き
た
子
ど
も
た
ち

が
た
ま
た
ま
こ
の
児
童
館
へ
や
っ
て
き
た
と
こ
ろ
、
前
田
光
一
館

今
日
は
形
容
詞
の

使
い
方
の
練
習
で
あ

る
。毎

週
土
曜
日
の
午

後
、
明
舞
団
地
の
一

角
に
あ
る
神
陵
台
児

童
館
の
一
室
で
は
熱

心
な
日
本
語
の
会
話

の
練
習
が
繰
り
返
さ

れ
て
い
る
。
こ
こ
で

は
約
二
年
程
前
か
ら

中
国
か
ら
の
帰
国
者

の
た
め
の
日
本
語
教

「
味
は
ど
う
で
す
か
？
」

「
と
て
も
甘
い
で
す
」
、
「
辛
い
で
す
」
「
薄
い
で
す
」
「
濃
い
で

す
」「

こ
の
猫
は
大
き
い
」

「
こ
の
犬
は
小
さ
い
」

単鞍
叢

鮭
濁
喰
騨
蝿
錘
哉
。
、
角
９
韓
榊
撰
露
毎

灘

圃唾再再喝届

Ｉ懲議灘議 醤＆

カセットテープを使いながら会話を教える講師の井上さん

緯

１
１３２
１

が
起
こ
り
、
マ
ス
コ
ミ
で
も
大
々
的
に
報
道
さ
れ
、
全
国
に
も
大

き
な
衝
撃
を
与
え
た
。
こ
の
事
件
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
が
か
ら

ん
で
い
る
が
、
「
言
葉
の
壁
」
も
そ
の
一
つ
の
要
因
で
あ
っ
た
こ

と
か
ら
二
力
間
中
断
し
て
い
た
帰
国
者
の
た
め
の
日
本
語
教
室
を

関
係
者
の
努
力
に
よ
り
今
年
の
一
月
か
ら
再
び
開
講
で
き
る
運
び

と
な
っ
た
。
新
し
い
教
室
の
運
営
は
神
陵
台
児
童
館
と
地
元
の
神

熱心に日本語を学ぶ中国からの帰国者たち

月
か
ら
前
田
さ
ん
は

日
本
語
教
室
を
始
め

た
。
翌
年
の
１
月
か

ら
は
大
人
と
子
ど
も

の
両
方
を
対
象
に
し

て
教
室
を
続
け
て
い

た
が
、
そ
の
年
の
加

月
に
講
師
が
退
職
し

一
時
教
室
を
閉
鎖
し

た
。
と
こ
ろ
が
そ
の

翌
月
の
ｎ
月
に
垂
水

区
で
中
国
か
ら
の
帰

国
一
家
の
殺
人
事
件

長
が
「
学
校
か
ら
帰
っ
た
ら
、
こ
こ
へ
は
カ
バ
ン
を
も
っ
て
遊
び

に
き
た
ら
ア
カ
ン
」
と
叱
っ
た
と
こ
ろ
ど
う
も
言
葉
が
通
じ
な
か

っ
た
。
子
ど
も
た
ち
が
追
い
返
さ
れ
た
と
誤
解
を
し
て
は
い
け
な

い
の
で
そ
の
子
ど
も
の
家
へ
電
話
を
し
て
日
本
語
の
わ
か
る
家
の

人
に
説
明
を
し
た
が
、
こ
の
こ
と
が
キ
ッ
カ
ケ
に
な
り
、
茄
年
９

鴬態識蕪甑靭

塾

謹 鶏

橋
本
明
八
社
団
法
人
一
家
庭
養
護
促
進
協
含
事
務
局
長
Ｖ

日
本
語
会
話
教
え
ま
す

ｌ
中
国
帰
国
者
の
た
適
い
側
本
語
教
室

働
神
戸
を
福
祉
の
町
に
〈
Ⅲ
〉
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鍵
鍵鴬

る
と
き
の
会
話
と
か
、
生
活
保
謹
を
受
け
る
た
め
に
区
役
所
へ
い

っ
て
説
明
を
す
る
と
き
に
ど
ん
な
話
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

か
、
そ
ん
な
会
話
を
教
え
た
い
」
と
い
う
方
針
で
授
業
を
す
す
め

て
い
る
。

私
が
訪
れ
た
日
は
「
郵
便
局
に
て
」
と
い
う
ガ
リ
版
の
絵
入
り

の
資
料
が
配
ら
れ
て
お
り
「
こ
の
手
紙
を
出
し
た
い
の
で
す
が
、

料
金
は
い
く
ら
で
す
か
」
、
「
は
が
き
を
一
一
枚
く
だ
さ
い
」
と
い
っ

た
会
話
な
ど
と
共
に
封
書
や
は
が
き
の
書
き
方
に
つ
い
て
具
体
的

な
授
業
が
行
な
わ
れ
て
い
た
。
小
学
生
、
中
学
生
、
主
婦
、
親
子

連
れ
、
青
年
、
老
人
ま
で
年
齢
も
ま
ち
ま
ち
だ
が
、
子
ど
も
は
お

ぼ
え
る
の
が
早
い
よ
う
だ
。

神陸含原音館で前田館長（中央）を描く子供たち

鴬
陵
台
地
区
連
絡
協
議
会
（
土
井
義
行
会
長
）
の
共
催
で
、
受
講
料

は
無
料
。
新
し
い
講
師
に
は
前
田
館
長
の
同
僚
で
、
元
学
校
の
教

師
で
も
あ
っ
た
井
上
伸
和
さ
ん
（
帥
）
が
引
き
受
け
る
こ
と
に
な

っ
た
。
井
上
さ
ん
は
戦
争
中
に
大
阪
外
語
中
国
語
部
を
卒
業
し
、

在
学
中
は
週
に
十
八
時
間
中
国
語
を
学
ん
だ
。

こ
の
神
陵
台
、
南
多
聞
台
地
区
に
は
記
世
帯
、
二
○
人
の
中

国
か
ら
の
帰
国
者
が
県
営
住
宅
に
住
ん
で
お
り
、
こ
こ
の
日
本
語

教
室
の
在
籍
者
は
”
名
。
言
葉
を
学
び
た
く
て
も
仕
事
の
都
合
で

来
れ
な
い
人
も
あ
り
、
通
っ
て
く
る
人
は
小
学
生
か
ら
お
年
寄
り

ま
で
含
め
て
約
加
人
程
。
教
材
に
は
厚
生
省
援
護
局
が
出
し
て
い

１
１３３
１

る
「
中
国
か
ら
の
引

揚
者
の
た
め
の
や
さ

し
い
日
本
語
」
の
冊

子
を
コ
ピ
ー
し
て
使

い
、
カ
セ
ッ
ト
テ
ー

プ
も
併
用
し
て
い

る
。講

師
の
井
上
さ
ん

は
「
文
法
な
ど
よ
り

も
現
実
の
日
常
生
活

で
役
に
立
つ
会
話
を

学
ん
で
ほ
し
い
。
た

と
え
ば
医
者
に
か
か

長
田
区
の
工
場
に
勤
め
る
、
帰
国
し
て
一
年
半
に
な
る
青
年
は

「
耳
か
ら
聞
く
の
は
だ
い
た
い
内
容
が
わ
か
り
ま
す
が
自
分
か
ら

話
す
の
は
苦
手
で
す
。
街
の
看
板
な
ど
は
見
れ
ば
だ
い
た
い
わ
か

り
ま
す
」
と
い
う
。
彼
は
毎
週
土
曜
日
の
午
後
は
会
社
か
ら
有
休

を
も
ら
っ
て
勉
強
に
き
て
い
る
が
、
こ
こ
へ
来
た
く
て
も
仕
事
の

都
合
で
ど
う
し
て
も
受
講
で
き
な
い
人
た
ち
も
多
い
。
「
仕
事
を

さ
が
す
こ
と
す
ら
大
変
な
の
に
、
な
か
な
か
有
休
で
休
ま
せ
て
く

れ
る
と
こ
は
少
な
い
よ
う
で
す
」
と
、
帰
国
者
の
お
か
れ
て
い
る

立
場
の
難
し
さ
を
前
田
さ
ん
は
指
摘
す
る
。

神
戸
市
内
で
は
県
の
海
外
同
友
会
が
一
週
間
に
三
回
県
の
福
祉

セ
ン
タ
ー
で
日
本
語
教
室
を
開
い
て
い
る
が
、
こ
う
い
う
所
は
ま

だ
少
な
い
。

こ
の
神
陵
台
地
区
で
は
昨
年
ｎ
月
に
起
こ
っ
た
帰
国
者
一
家
の

悲
劇
の
教
訓
か
ら
も
っ
と
地
域
住
民
と
の
ふ
れ
あ
い
の
機
会
を
ひ

ろ
げ
よ
う
と
、
こ
の
四
月
の
桜
の
花
見
の
時
期
に
帰
国
者
を
招
い

て
激
励
会
を
企
画
し
た
と
こ
ろ
、
二
十
二
家
族
約
六
○
人
と
地
元

の
人
た
ち
約
四
○
人
が
参
加
し
、
神
明
コ
ミ
セ
ン
で
な
ご
や
か
な

交
歓
会
が
開
か
れ
た
。
カ
ラ
オ
ケ
で
「
北
国
の
春
」
を
日
中
二
カ

国
語
で
歌
っ
た
主
婦
に
は
大
き
な
拍
手
が
送
ら
れ
、
土
井
会
長
も

「
今
後
も
こ
ん
な
交
流
の
機
会
を
つ
く
っ
て
い
き
た
い
」
と
積
極

的
に
考
え
て
い
る
。

中
国
か
ら
の
帰
国
者
の
た
め
に
垂
水
福
祉
事
務
所
で
も
日
本
語

と
中
国
語
で
書
か
れ
た
「
保
護
の
し
お
り
」
を
発
行
し
、
生
活
保

護
を
受
け
る
た
め
の
手
続
き
、
心
配
ご
と
や
悩
み
ご
と
の
相
談
、

医
者
に
か
か
る
と
き
の
注
意
、
日
本
語
教
室
へ
通
う
人
の
た
め
に

交
通
費
を
受
給
で
き
る
こ
と
な
ど
が
詳
し
く
書
か
れ
て
お
り
、
日

本
語
の
不
自
由
な
帰
国
者
に
喜
ば
れ
て
い
る
。

中
国
か
ら
の
帰
国
者
は
今
後
も
少
し
ず
つ
増
え
て
い
く
だ
ろ
う

が
、
帰
国
し
た
人
た
ち
が
神
戸
の
町
で
生
活
し
や
す
い
よ
う
な
地

域
づ
く
り
を
、
神
陵
台
地
区
の
試
み
を
参
考
に
し
て
考
え
て
い
き

た
い
も
の
で
あ
る
。

☆
神
戸
市
立
神
陵
台
児
童
館

〒
噸
神
戸
市
垂
水
区
南
多
聞
台
一
丁
目
九
、
一
○
一
号
（
Ｃ
）

電
話
（
○
七
八
）
七
八
一
’
八
七
三
七
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